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研究成果の概要 

本年度は、酸化的生体触媒変換反応に供するため、キャラノンの光学活性体の合成を検討し、その不斉

全合成を達成した。また昨年度から量的供給法を確立している、オイデスマン骨格化合物、およびエレ

モフィラン骨格化合物、さらにアガロフラン骨格化合物の量的供給を行い、先の光学活性キャラノンと

ともに、種々の微生物を用いて酸化的微生物変換反応に供した。より具体的には、まず、スクリーニン

グ用に小スケールで反応を行い、入手可能な各種菌とともに化合物を培養した。本スクリーニング反応

によって生成した様々な化合物の粗生成物（混合物）中の酸化修飾体の有無を分析し、目的とする化合

物の生成が確認された場合は、その菌を用いた大スケールでの培養を実施した。その後、反応生成粗生

成物中から目的となる複数の酸化生成物を精製・単離し、分光学的データを取得して解析することでそ

の化学構造を決定した。その結果、アガロフラン骨格化合物から１つ、さらにアガロフラン骨格化合物

の酸化体からもう一つ、エレモフィラン骨格化合物からは６つ、(+)-キャラノンからは５つの酸化生成

物を単離・構造決定することができた。一方、オイデスマン化合物からは酸化生成物を得ることができ

なかった。アガロフラン骨格化合物の酸化的微生物変換の変換率が悪いことも明らかとなった。そこ

で、アガロフラン骨格化合物については化学合成によって酸化度を一段階上げることとし、このものに

対して酸化的微生物変換を施した所、新たな酸化生成物が得られ、現在はその構造決定を行っている。

さらに、本年度に同定できた化合物以外にも、少量のマイナーな酸化生成物が多数生成していることも

判明した。 
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